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３／１１の東日本大震災で岩手県は甚大な被害を受けました。岩手県社協は

被災地の社会福祉施設等が必要としている支援内容について把握する為に訪問

調査を実施することとし、全社協を通じて全国の社会福祉法人へ協力要請があ

りました。その結果、今回は私たち中心会を含め４つの法人から其々２名ずつ、

３／２６～４／１の間に現地へ訪問調査に向かいました。以下、その活動内容

を日別に報告します。 
３／２６ 
 盛岡の岩手県社協にて先に派遣されていた渡辺職員と合流。他の３法人の方

も含めミーティング、中心会は久慈ブロックの調査担当となりました。（他の

法人は其々、宮古、釜石、大船渡の各ブロックを担当） 
３／２７ 
 現地へ出発。久慈ブロック（久慈市、野田村、普代村、田野畑村、岩泉町）

の各災害対策本部へ行き現地施設へ直接訪問調査することを伝えました。久慈

市は比較的被害は少なくライフラインも問題ありませんしたが、野田村は沿岸

部の市街地は壊滅状態で未だ電話も通じず混乱した様子でした。 
野田村役場にがれきの中から出てきたアルバムを集めた一角がありました。

見渡す限りがれきの荒野のそこかしこに、それまで普通の暮らしがあったこと

を泥のついた写真は語りかけてくるようで涙が出る思いでした。 
３／２８ 
  岩泉町、田野畑村の高齢者施設、

保育所、障害者施設１０件を現地調

査で訪問しました。高齢者の入所施

設４ヶ所では、定員を超えて２～９

名の被災した在宅高齢者を受け入れ

ていました。あるデイサービスでは

４月より１４名を受け入れて宿泊施

設となる為、外部の介護職員の応援

はありがたい、とのことでした。 

今回調査した地域では、利用者・

職員ともに亡くなった人はいません

でした、家が流された職員はどの施

設でも１～２名はいるようでした。 

                    

 

 

被災した田野畑村保育所 



３／２９ 

野田、田野畑、普代の各村の施設９か所を聞き取り調査で訪問しました。野

田村では保育所丸ごと流された所もありましたが、子供たちは全員避難して無

事だったとのこと。９０名もの子供たちを一人も欠けることなく避難させられ

ることが出来たことに日頃の防災意識の高さと防災訓練の重要性を感じさせ

られました。 

グループホームが丸ごと流された（入居者は全員無事）法人もありましたが、

入居者は他施設へすでに移動しており人的支援のニーズは薄いとのことでし

た。（被災者の受け入れをしている他施設でも、職員が無事だったこと受け入

れ人数が少ない（数名程度）ことから現状人手は足りている、との回答が多く

ありました） 

 そんな中で小さな障害者通所施設が営業中止して２０人もの一般非難者を

受け入れており「これからどうしようか…」と園長が途方に暮れた様子でした。

こういった所への支援の必要性も感じました。 

３／３０ 

久慈市の施設、保育所等を１５件ほど聞き取り調査。 

ある保育所の園長先生が「家も舟も流され保育料も払えないからと逆に保育

所の子供が減っている。これでは先生たちも雇えない。そちらの支援もお願い

したい」と涙ながらに話されたことが印象に残りました。 

また「津波の恐怖でデイサービスに通うことを怖がるお年寄りがいる」こと

も聞きました。こういった方への心のケアもこれから大切なのだと感じました。 

３／３１ 

 午前中は久慈市の残った施設を訪問し、盛岡へ。１６：３０より岩手県社協

内でミーティング、他ブロックの報告を聞きました。 

  他ブロックは被災状況も酷く聞き取り調査も苦労した様子でした。がれき

で車がパンクしたり、不審者が多い中ガソリン泥棒扱いされ話もできない地

域もあったようです。 

 また「津波警報を聞いた職員が入居者を放り出して全員逃げ出してしまった

施設があった」との報告にはショックを受け考えさせられました。普段から入

居者を守ることについてどうしたらよいか皆で考えていきたいと思います。 

 

 今回中心会が担当した久慈ブロックは比較的被害が少なかったとはいえ、ど

の高齢者施設も定員を数名程度超えて被災したお年寄りを受け入れていました。

今は何とか人手をやりくりできているが、さらなる受け入れとなると人的支援

ニーズは大きくなると感じました。陸前高田市など被害が大きい所のニーズが

大きいのは確実です。 

是非、災害地派遣に参加を申し出てもらい皆で支えあっていければ良いと思

います。 

最後に、災害地派遣に行くにあたり「えびな北のご利用者のことは心配しな

いで」と送り出して下さった上司、同僚、部下に感謝します。おかげで安心し

て現地で活動できました。 


